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事業種別 政策

2 施策№ 26 事業№平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 13 終了
事務事業名 生涯スポーツ推進事業

会計 一般会計

H27担当課等名 生涯学習・スポーツ課 H27係等名 スポーツ振興係 H26係等名 スポーツ振興係

基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

施策 26 スポーツの振興

目
的

対象（誰・何を）
市民

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

飯田市の人口（人） 102446
意図（どういう状態
にするか）

スポーツ指導者を育成する。
誰でも気軽にできるスポーツを普及する。

向上させたい上位施
策の成果指標

成人の日常スポーツ実施率（週１回以上スポーツ実施者
/成人人口×100）：％

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

成果
指標

指導者養成講座の実施回数 2 3 2 2

成果
指標

ニュースポーツ等の普及大会数(全市＋地区レベル） 55 56 55 60

定性
目標

事
業
概
要

・地域（中学校区）内の子どもから高齢者までが、日常的にスポーツを楽しめる環境を作る。
・いつでも、だれもが気軽にできるウオーキング・軽スポーツ・ニュースポーツの普及を行い、スポーツ人口拡大を促す。
・スポーツ（運動）指導者の養成と資質向上を図り、指導者体制の強化と連携を目指す。当面は「コオーディネーション トレーニング」手
法の普及と指導者育成に取組み指導組織の拡大とレベルアップを図るとともに、スポーツ推進委員等を中心としたウオーキング指導の
実践を図る。
・地域特性に応じた生涯スポーツの振興につなげるため、スポーツ推進委員がコーディネート役となって、公民館、小中学校、社会体育
館関係者による懇談会を中学校区単位で開催する。
・社会体育活動における青少年スポーツ指導の指針を策定し、発達段階や活動環境を配慮した適切な指導体制づくりをする。

事業内容 名称 活動指標

26
年
度
事
業
内
容

1 指導者育成を含めた講習会等の事業を実施、指導者育成
  （スポーツ推進委員・体育協会等のスポーツ団体と連携した指導者育
成。）
２　コオーディネーショントレーニング学校モデル事業の実施
３  ニュースポーツの普及大会開催
４　スポーツ推進委員研究協議会参加
５　ＡＥＤ更新（対応年数到達）　１台　１８４千円

１ スポーツ普及・指導者養成回数
２　モデル事業実施校の数
３ ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ大会の開催
４ スポーツ推進委員研究協議会参
加回数

１        ３回
２　　　　１校
３        ２回
４　　　　3回

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 1,125 1,524 1,313 1,073

国庫支出金

県支出金

起債

その他

一般財源 1,125 1,524 1,313 1,073

人件費計（千円）② 5,006 5,006

正規職員所要時間 1,400 1,400

臨時職員所要時間

総事業費①+② 6,131 1,524 6,319 1,073

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

・　コオーディネーショントレーニング学校モデル事業を実施し、体力測定の結果から、コオーディネーショントレーニングを取
り入れた体育授業により子どもの運動能力の向上が図られた。また、教員を対象にしたコオーディネーショントレーニング講習
会を開催し、コオーディネーショントレーニングの理解を深めることができた。
・スポーツ推進委員によるニュースポーツフェスティバルの開催や、各地区での普及活動により、全市的にニュースポーツの浸
透を図った。

改革改善
の考え方

①問題
点

・コオーディネーショントレーニングを広く普及するための指導体制（指導者数、指導レベル）が整っていない。
・ニュースポーツ大会の開催について、レベルの違うチーム、個人がそれぞれ楽しめる開催方法の検討が必要である。

②改革
提案

・継続してコオーディネーショントレーニングを普及していく目的から、保育士を対象にした講習会を開催する。
・レベルの高いニュースポーツ愛好者が主体的に大会開催、運営できるように促す。


